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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器であって、
　電気的に導体である上部導体を、押圧されたのちに元の位置に戻すのに十分な弾性を有
する、絶縁性で弾性を有する材料製の弾性片と；
　絶縁性の材料製の基板であって、該基板と前記弾性片との間にはスペースが設けられ、
電気的に導体であり上部導体と接触する面を有する下部導体が設けられた基板と；
　弾性片が加えられた力に応答して上部導体と下部導体が互いに電気的に接触して回路を
オンさせ、加えられた力が除かれると弾性片が元の位置に戻ることによって、弾性片と基
板とが離隔し回路がオフにされるものであるセンサー回路と；
　基板の下部導体と上部導体とが接触する側と反対側の面に位置するセンサーデバイスと
;
　上部導体と下部導体とが電気的に接触することを許容する、1つまたは複数の絶縁性の
端部を有する中間層と；
　電子機器の外周の1つまたは複数のテープ、リング、服地または衣服に装着する場所で
あって、電子機器をテープ、リング、服地または衣服の一部の中に直接装着するための場
所とを含む、前記電子機器。
【請求項２】
　電子機器であって、
　電気的に導体である上部導体を、押圧されたのちに元の位置に戻すのに十分な弾性を有
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する、絶縁性で弾性を有する材料製の弾性片と；
　絶縁性の材料製の基板であって、該基板と前記弾性片との間にはスペースが設けられ、
電気的に導体であり上部導体と接触する面を有する下部導体が設けられた基板と；
　弾性片が加えられた力に応答して上部導体と下部導体が互いに電気的に接触して回路を
オンさせ、加えられた力が除かれると弾性片が元の位置に戻ることによって、弾性片と基
板とが離隔し回路がオフにされるセンサー回路と；
　基板の下部導体と上部導体とが接触する側と反対側の面に位置するセンサーデバイスと
；
　電子機器の外周の1つまたは複数のテープ、リング、服地または衣服に装着する場所で
あって、電子機器をテープ、リング、服地または衣服の一部の中に直接装着するための場
所とを含む、前記電子機器。
【請求項３】
　加えられる力の方向が軸を定義し、センサーデバイスと基板とが、該軸方向に同心的に
配列される、請求項１または２に記載の電子機器。
【請求項４】
　電子機器であって、
　電気的に導体である板形状の上部導体板である弾性片と、
　電気的に導体である板形状の下部導体板である基板と、
　上部導体板と下部導体板との間に位置し、上部導体板と下部導体板との間に空間を与え
、上部導体板と下部導体板とが1つまたは複数の点において動作可能に接触するようにさ
れた絶縁性の材料と；
　弾性片が加えられた力に応答して上部導体と下部導体が互いに電気的に接触して回路を
オンさせ、加えられた力が除かれると弾性片が元の位置に戻ることによって、弾性片と基
板とが離隔し回路がオフにされるものであるセンサー回路と；
　電子機器の外周の1つまたは複数のテープ、リング、服地または衣服に装着する場所で
あって、電子機器をテープ、リング、服地または衣服の一部の中に直接装着するための場
所と
を含み、
　該絶縁性の材料は上部導体と下部導体とが弾性片が押圧されたときにのみ電気的に接触
することを可能とする中間層を形作るものである、前記電子機器。
【請求項５】
　中間層が、基板と弾性片の間に配置された少なくとも１つのフレキシブルブレードであ
って、その固定端が基板と弾性片の間に固定され、その自由端が上部導体と下部導体の間
にある、フレキシブルブレードをさらに含み、前記フレキシブルブレードは絶縁体で作ら
れたものである、請求項１－４のいずれかに記載の電子機器。
【請求項６】
　中間層が、電源に接続した電気的に導体である分離した薄板を含み、薄板は基板と弾性
片の間に固定され、上部導体と薄板および下部導体と薄板との間には空間がある、請求項
１－４のいずれかに記載の電子機器。
【請求項７】
　基板に配置された接着テープをさらに含み；これを人体関節または眼の周りに貼り付け
るのに用いる、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項８】
　電子機器の所望の感度に応じて、弾性片が異なった厚みまたは異なった弾性係数を有し
ている、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項９】
　弾性片には非弾性材料を用い、基板には弾性材料を用いる、請求項１－６のいずれかに
記載の電子装置。
【請求項１０】
　弾性片および基板が同じ弾性材料を使用したものである、請求項１－６のいずれかに記
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載の電子装置。
【請求項１１】
　センサーデバイスが電源と接続され、このセンサーデバイスを、呼吸音、心律動、ＥＫ
Ｇ、体脂肪、発汗、酸素飽和度、脈拍数、血圧、体温、圧力、または尿中の血糖を測定す
るのに用いる、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１２】
　弾性片が、センサーデバイスと基板の間に接合されている、請求項１１に記載の電子機
器。
【請求項１３】
　センサーデバイスの測定結果を外部にワイヤレスで送信するために、また、外部からの
情報を受信するために、電子機器が電気的に無線送信インターフェイスと接続されている
、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１４】
　電子機器がモニターまたは音声機器に電気的に接続された、請求項１－６のいずれかに
記載の電子機器。
【請求項１５】
　センサーデバイスを作動または終了させるプロセッサに電気的に接続し、センサーデバ
イスの検出時間、検出周波数および検出モードを変化させる、請求項１－６のいずれかに
記載の電子機器。
【請求項１６】
　電源に電気的に接続されたマイクロフォンをさらに含む、請求項１－６のいずれかに記
載の電子機器。
【請求項１７】
　基板に配置されたリングをさらに含み、該リングを人体関節に装着するまたは乗り物の
ハンドルに設置する、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１８】
　基板が固定された衣服をさらに含む、請求項１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項１９】
　衣服が、弾性片と基板との間に固定されている、請求項１８に記載の電子機器。
【請求項２０】
　電子機器が、衣服の繊維の間に位置する、請求項１８に記載の電子機器。
【請求項２１】
　衣服の、弾性片が位置する領域が、少なくとも１つの形式の機能を示す図を含む、請求
項１８に記載の電子機器。
【請求項２２】
　機能を示す図は、染付けまたは縫い付けによって形成されるものである、請求項１８に
記載の電子機器。
【請求項２３】
　電子機器が列状に配列された複数の電子機器の１つである、請求項１－６のいずれかに
記載の電子機器。
【請求項２４】
　上部導体および下部導体の在る箇所が、電子機器の外部と空気流通可能である、請求項
１－６のいずれかに記載の電子機器。
【請求項２５】
　請求項１－６のいずれかに記載の装置を提供する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
技術的側面：
　本発明は、人体の測定用の装置であって、特に持ち歩くことができ、以下の任意の項目
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をいつでも測定できる前記装置に関する：呼吸音、心拍数、ＥＫＧ、体脂肪、汗湿潤度、
酸素飽和度、脈拍数、血圧、体温、尿糖、または圧力がかかる場所における圧力の変化。
【背景技術】
【０００２】
　公知の電子機器が人体の測定に広く用いられており、例えば電子体温計、電子血圧計、
肺音検知および心律動検知機器などである。しかし、前記の機器類は３つの共通した欠点
を有する。すなわち：
１． 前記機器類は全て、持ち歩きに不便な独立した製品である。
２． 前記機器類は全てオン－オフスイッチによって操作され、使用の前にスイッチを入
れ、使用直後にスイッチを切る。繰り返しの短時間の測定の場合、例えば登山の場合、実
際には５分毎に心拍数を１０秒間測定するという必要があるため、スイッチを繰り返しオ
ン・オフすることは非常に面倒である。
３． 前記機器類を用いて測定する過程において、使用者はスイッチを入れ、次に機器に
圧力をかけて、機器を測定する部分にぴったり接触することが必要であるため、患者また
は忙しい作業者にとっては非常に不便である。
【発明の開示】
【０００３】
発明の内容：
　前述の問題に直面し、本発明の目的は、使用者が着用しているもの、例えば衣服、パン
ツ、帽子、手袋、ネクタイ、ソックス、スカーフ等に固定することができ、持ち歩きに便
利な電子機器を提供することである。
【０００４】
　本発明の目的はまた、繰り返しの短時間の測定でも非常に便利に用いることができ、容
易にスイッチすることができるオン－オフスイッチを有する、電子機器を提供することで
ある。
　本発明の目的はまた、スイッチを入れる動作および測定する部分に圧力を加える動作を
１つに統合することにより使用を容易にした、電子機器を提供することである。
　上記の目的を達成するために、弾性片、基板および電源を含む電子機器を提供する。弾
性片は、上部導体を有する；基板は弾性片に接続され、弾性片と基板の間にはスペースが
ある。基板は、下部導体を有し、下部導体と前記上部導体の間には間隙がある。前記電源
は、前記上部導体および前記下部導体と電気的に接続している。
【０００５】
具体的な実装パターン：
　以下、図１～３を参照されたい。本発明の第１優先実施例の電子機器１０は、弾性片１
１、基板１２、センサーデバイス１３、プロセッサ１９、モニター１４、伝送インターフ
ェイス１５および電源（図示されず）を含む。これらの中で、弾性片１１はドーム形で下
向きで弾性の絶縁材料で作られている。上方から下方に圧力を加えると、弾性片１１を凹
状に変形させることができ、かけた力を抜くと、弾性片１１はもとの形にもどる。上部導
体１１２は、弾性片１１の下部表面の中心部に配置される。前記基板１２はドーム形であ
り、絶縁材料で作られている。前記ドーム形の基板１２は、弾性片１１の下に円盤－円盤
結合で配置されており、前記弾性片１１と前記基板１２の間にはスペースがある。前記下
部導体１２２は、前記基板の上部表面の中心部に配置されている。前記下部導体１２２と
上部導体１１２の間には間隙がある。前記センサーデバイス１３は、基板１２の下部表面
に配置され、下部導体１２２に電気的に接続されている。
【０００６】
　この実施例に基づき、前記センサーデバイス１３は心律動センサーデバイスであり、心
律動をモニタリングし、続いてその結果をプロセッサ１９へ送信するのに用いることがで
きる。プロセッサの閾値を、例えば３秒に設定する。プロセッサに設定された閾値より短
い場合、例えば弾性片１１が２秒間だけ押された場合、予め設定した閾値を超えないため
、プロセッサはこの測定結果を無視して消去する。測定時間が前記閾値より長い場合、す
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なわち、センサーデバイスで３秒以上測定した場合、この測定結果をモニター１４に表示
し；または結果をワイヤレスで伝送インターフェイス１５を介して、外部へと送信しても
よい。このように、測定が短すぎるための不適当なデータは無視することができ、これに
よって誤って触ることを防ぐこともできる。前記電源は、センサーデバイス１３、モニタ
ー１４および伝送インターフェイス１５に必要な電力を供給し、前記上部導体１１２と下
部導体１２２に電気的に接続されている。
【０００７】
　図２に示すように、前記電子機器１０を被測定者の上着１６に直接固定し、その中のセ
ンサーデバイス１３を人体測定部位、例えば被測定者の左胸の心臓に近いところに直接に
接触させる。図３に示すように、測定のとき、前記弾性片１１に軽い圧力を加えることに
よって弾性片を凹状に変形させることにより上部導体１１２と下部導体１２２を互いに直
接接触させて電気回路を完成させる。センサーデバイス１３に電が入ると、被測定者の心
律動の測定が開始するとともに、プロセッサ１９を介して、測定時間が閾値の３秒を超え
ているかどうかを判断する。３秒を超えていれば、結果はモニター１４に表示される；ま
たは伝送インターフェイス１５を介して外部にワイヤレスで送信される。さらに、前記上
着１６上において電子機器１０の機能を示す機能図１７を基板１２に染め付けるまたは縫
い付けることで付する。例えば、本実施例のセンサーデバイス１３が心律動センサーであ
るため、機能図１７をハートの形にしてもよい。
【０００８】
　この電子機器１０は被測定者の上着１６に直接セットされるため、センサーデバイスを
持ち歩く不便さを回避することができるだけではなく、測定するとき、片手で弾性片を１
回押すだけで、スイッチを入れると切ると同時にセンサーデバイス１３を測定する部位に
接触させることができる。このため、繰り返しの短時間の測定にも非常に便利である。ま
た、回路は弾性片１１が押されている間のみ電源が入るため、それ以外のときは回路は常
に開いている。これはエネルギー消費を削減し、環境保護に有効である。これ以外にも、
本電子機器は誤測定防止機能も有している。したがって、本発明の電子機器は、現在ある
同じ種類の機器の欠点を改善し、本発明の目的を達成することができる。
【０００９】
　また、この電子機器１０には幾つかのバリエーションが存在する。例えば、前記弾性片
１１には非弾性材料を用い、基板１２には弾性材料を用いる。または、弾性片１１および
基板１２の両方とも弾性材料を用いる。これらの変化の全ては同じ結果を与える。次に、
弾性片の厚さや弾性係数を変えると、電子機器１０の感度を変化させることができる。こ
のため設計時に、電子機器１０の感度に対する実際の要求に基づいて、適切な弾性材料を
選択してもよい。
【００１０】
　さらに、上記のセンサーデバイス１３の代わりに、他の種類のセンサーデバイスを用い
ることができ、例えば、肺の音、脈拍数、血圧、体温、尿糖、体脂肪、汗、ＥＣＧ、酸素
飽和度または圧力を測定するのに用いるものである。さらに、身体での検出部位を変更し
、機能図１７を変更して、プロセッサ１９の閾値を測定項目にに基づき再設定してもよい
。例えば、体温センサーデバイス１３を用いて、これを脇の下に位置させ、時間の閾値を
長くして（例えば１分）、熱平衡を達成するのに十分な時間を得るようにする。尿糖のた
めのセンサーデバイスについては、月経帯の会陰付近にセンサーデバイスを位置させると
同時に機能図をそこに染め付けるまたは縫い付けるなど、実際のニーズに基づき自由に調
節してもよい。
【００１１】
　また、プロセッサ１９は、センサーデバイスを作動または終了する機能があってもよく
、使用者のニーズに基づいてセンサーデバイス１３の測定時間、測定頻度、測定方式、ま
たはその他のパラメータを変更してもよい。またはこれらの設定を、使用者が弾性片１１
を押す時間の長さがプロセッサ１９に設定された閾値を超えた場合のみセンサーデバイス
を起動するように設定してもよく、これによって、誤測定を防ぐことができる。さらに、
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伝送インターフェイス１５は、遠隔信号を受信するのに用いてもよく、これによりセンサ
ーデバイスの遠隔起動または停止、または検査パラメータを変更するのが便利になる。モ
ニター１４については、測定結果を表示する携帯電話、ＰＤＡまたはコンピュータであっ
てもよい。「赤十字」または数字「１１９」の警告を出す発光体であってもよく、これは
、センサーデバイス１３が異常な結果を測定したとき、例えば異常に高い血圧または心拍
の突然の停止などのときに警告サインを出し、周囲の人々に気づかせる。または、信号を
伝送インターフェイス１５を介して、遠くいる親戚や友達に通知し、または直接救急車を
呼ぶために送信することもできる。また、電子機器１０は、弾性片１１にマイクロフォン
１８を設置してもよく、これを上部導体１１２に電気的に接続して、伝送インターフェイ
ス１５を介して使用者が直接外部と連絡を取る、または救援を求めることを可能にする。
上着１６上の基板１２が配置される場所には機能図１７を印刷することによって、救急項
目と通信項目を区別することができる。機能図１７に含まれるのは、赤十字、救急車また
は親族の絵などである。
【００１２】
　これらとは別に、電子機器１０がＥＫＧまたは血圧センサーとして設計されている場合
、測定に必要な時間は少なくとも１～２分のため、被測定者の上着１６には自己膨張式エ
アバッグを設けてもよい。被測定者が弾性片１１を押すと、上部導体１１２は下部導体１
２２と接触して、膨張式バッグが自己膨張し、これによってセンサーデバイス１３が、測
定する部分の皮膚に接触すること、または被測定者の上着１６をタイトフィットにするよ
うデザインすることで、被測定者が適切な姿勢を維持する必要があるための不便さを低減
することができる。これにより本発明における使用の便利性が向上する。
【００１３】
　図４に示すように、本発明の第２優先実施例の電子機器２０は、弾性片２１、基板２２
、センサーデバイス２３、３列バネ２４、モニター（図示されず）、および電源（図示さ
れず）を含む。これらのうち、弾性片２１はドーム形で、弾性の絶縁材料で作られている
。弾性片２１の円盤中心には、上部導体２１２および穴２１３が配置され、ここに上部導
体２１２が搭載されている。基板２２もドーム形であり、弾性の絶縁材料で作られており
、前記弾性片に接続されており、これとの間にはスペースがある。基板２２の円盤中心に
は、下部導体２２２および穴２２３が配置され、ここに下部導体２２２が搭載されている
。下部導体２２２と上部導体２１２の間には間隙がある。本実施例のセンサーデバイス２
３は肺音センサーであり、これは下部導体２２２に電気的に接続されている。このセンサ
ーデバイス２３はヒトの肺音を測定するのに用いられ、測定結果をモニターに表示する。
３列バネ２４、センサーデバイス２３および基板２２は、一緒に接合されている。電源は
、必要な電力をセンサーデバイス２３およびモニターに供給し、上部導体２１２と下部導
体２２２に電気的に接続されている。
【００１４】
　電子機器２０を被測定者の上着２５に直接固定し、センサーデバイス２３は測定する部
分２６を直接圧迫する。測定時、弾性片２１を軽く押すことによって、上部導体２１２と
下部導体２２２を接触させ、これによって電気回路がオンになる。センサーデバイス２３
は起動されると、被測定者の肺音の測定を開始する。この種類の構造を利用することによ
り、被測定者が激しいエクセサイズを行い、そのために弾性片２１と基板２２の位置が測
定部位から離れても、センサーデバイス２３は測定部位に固定されたままである。このた
め、電子機器２０はを測定できる状態を常に維持することができるだけでなく、センサー
デバイス２３が測定部位２６から離れたことで生じた誤差を避けることができる。電子機
器２０はまた、便利に持ち歩くことができ、片手で操作することができ、繰り返しの短時
間の測定も非常に便利などのメリットがある。
【００１５】
　図５～８を参照すると、本発明の第３優先実施例の電子機器３０は、上部導体３１、下
部導体３２、絶縁体３３、プロセッサ（図示されず）、モニター（図示されず）、および
電源（図示されず）を含む。これらのうち、上部導体３１および下部導体３２はドーム形
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で、弾性導電性材料で作られている。絶縁体３３はリング形状である。上部導体３１およ
び下部導体３２の円盤の端は、それぞれ絶縁体３３の上端および下端に固定されている。
上部導体３１、下部導体３２および絶縁体との間にスペースがある。プロセッサは上部導
体３１および下部導体３２にそれぞれ電気的に接続されている。プロセッサは上部導体３
１と下部導体３２の間の回路がオンであるかオフであるかを判断することができ、この相
互電気コンダクタンス信号を処理して、モニターに表示する。電源はプロセッサおよびモ
ニターに必要な電力を提供し、上部導体３１および下部導体３２に電気的に接続されてい
る。
【００１６】
　電子機器３０は、リング３４により被測定者の指３５の関節近くに搭載される。したが
ってこれは、聴覚言語障害者の間または手術室内での医療従事者の間のコミュニケーショ
ン手段として用いることができる。前記者が個人的な意見を述べたい場合、指３５を曲げ
ることで、上部導体３１および下部導体３２を変形させ、そのためこれらは互いに接触し
て電気回路が完成する。その後プロセッサはこの電気コンダクタンス信号を受信すると、
これを処理してモニターに表示する。例えば、指を１回曲げると「はい」を、２回曲げる
と「いいえ」を、また使用者のニーズに応じて３回以上、または異なる間隔で曲げると、
他の異なる言葉を表すように設計することができる。さらに、モニターをスピーカーにす
ることにより、使用者の意見を他人に言葉で直接送信することができる。また、図７に示
すように、接着テープ３７を用いて電子機器３０をまぶたに固定し、これによって特別の
患者群（四肢麻痺者）が瞬きによって自己の意思を表すことを可能とする。
【００１７】
　さらに、本発明の第３優先実施例の電子機器３０は、多様な他の用途もある。例えば、
このような電子機器３０を多数手首関節、肘関節、または膝関節の近くに配置し、１つの
共同プロセッサを使って異なる信号をまとめて処理することができる。この構成を利用す
ることで、電子機器３０はエクセサイズ支援器具として、初心者が基本動作を学習するの
に支援することができ、例としては、ゴルフを習う場合では、各関節上の電子機器３０は
使用者の姿勢が正しいかどうか判断するのに支援し、結果をモニターに表示する。さらに
誤った姿勢の位置を明確に表示することもでき、これによって使用者の学習効果を向上す
ることができる。
【００１８】
　また、図８に示すように、多数の電子機器３０を用いて、これらをマトリクスアレイ形
状に配列し、衣服３６の繊維の間に配置し、これを重症患者、植物状態の患者、寝たきり
の患者が着用するのに用いることができる。測定により、これらの患者において長時間圧
迫される部位の状態を即時に知ることができ、前もって患者の寝返りということを看護人
に気づかせることができ、もって床ずれまたは湿疹を予防することができる。さらに、リ
ングにより電子機器３０をハンドルに配置することにより運転者の支援ツールとして組み
込むことができる。この場合、電子機器は、運転者がハンドルを正しく握っているかどう
かを測定するのに用いられる。正しく握っていない場合には、モニターは直ちに警告信号
を表示して運転者に警告し、これによって事故を予防する。
【００１９】
　図９～１０に示すように、本発明の第４優先実施例の電子機器４０は、弾性片４１、基
板４２、２つのブレード４３、センサーデバイス４４、モニター（図示されず）、および
電源（図示されず）を含む。これらのうち、弾性片４１はドーム形で、弾性絶縁材料で作
られている。弾性片４１の円盤中心には、上部導体４１２および穴４１３が配置され、こ
こに上部導体４１２が搭載されている。基板４２もドーム形であり、弾性の絶縁材料で作
られ、弾性片４１に接続されており、これとの間にはスペースがある。基板４２の円盤中
心には、下部導体４２２および穴４２３が配置され、ここに下部導体４２２が搭載されて
いる。２つのブレード４３はそれぞれ長方形でボード状の板であり、フレキシブルな絶縁
材料で作られている。その固定端は弾性片４１と基板４２が接合されている部分に固定さ
れ、一方その自由端は上部導体４１２と下部導体４２２の間に配置されている。２つのブ
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レード４３と上部導体４１２との間の距離は、２つのブレード４３と下部導体４２２との
間の距離より短い。センサーデバイス４４は基板４２の下部表面に配置され、下部導体４
２２に電気的に接続されている。センサーデバイスは人体の生理的状態を測定するのに用
いられ、結果はモニターに表示される。電源は、センサーデバイス４４およびモニターに
必要な電力を供給し、上部導体４１２と下部導体４２２に電気的に接続されている。
【００２０】
　電子機器４０が使用者の衣類に固定されている場合、上方から下方に力を加え、弾性片
４１を軽く押すだけで、機器を凹状に変形させることによって、上部導体４１２が２つの
ブレード４３を押し離して下部導体４２２と接触し、図１０に示すように電気回路がオン
になる。センサーデバイス４４は起動されると、測定を開始する。使用者が動いている状
態において、電子機器４０が配置されているその衣服を意図的でないで強く引っ張った場
合、これによって基板４２が変形するが、下部導体４２２は２つのブレード４３によって
隔てられているため、上部導体４１２と接触することができない。したがって、誤測定お
よび電力の無駄使いを防止することができる。これにより、電子機器３０は使用者のニー
ズに基づいていつでも測定を行うことを可能とし、また使用者の過剰な動きによる誤測定
を予防することができる。
【００２１】
　図１１に示すように、本発明の第５優先実施例の電子機器５０は、弾性片５１、基板５
２、絶縁体５３、２つのブレード５４、センサーデバイス５５、モニター（図示されず）
、および電源（図示されず）を含む。これらのうち、弾性片５１は丸い板状で、弾性絶縁
材料で作られている。弾性片５１の中心は、上部導体５１２および上部導体５１２が搭載
された開口部５１３である。基板５２はドーム形であり、弾性の絶縁材料で作られている
。円盤中心には、下部導体５２２および下部導体５２２が搭載された穴５２３が配置され
ている。絶縁体５３はリング形状である。弾性片５１と基板５２は、それぞれ絶縁体５３
の上端および下端に固定されている。上部導体５１２、下部導体５２２および絶縁体５３
の間にはスペースがある。２つのブレード５４はそれぞれ長方形でボード状の板であり、
フレキシブルな絶縁材料で作られている。その固定端は絶縁体５３に固定され、一方その
自由端は上部導体５１２と下部導体５２２の間に配置されている。２つのブレード５４と
上部導体５１２との間の距離は、２つのブレード５４と下部導体５２２との間の距離より
短い。センサーデバイス５５は基板５２の下部表面に配置され、下部導体５２２に電気的
に接続されている。センサーデバイスは人体の生理的状態を測定するのに用いられ、結果
はモニターに表示される。電源は、センサーデバイス５５およびモニターに必要な電力を
供給し、上部導体５１２と下部導体５２２に電気的に接続されている。
【００２２】
　この実施例は、第４実施例と同様の効果を有する。使用者は弾性片５１を押すだけで、
上部導体５１２が２つのブレード５４の形を変え、これによって下部導体５２２に接触す
る。一方、使用者が誤って基板５２を押すと、下部導体５２２は２つのブレード５４に邪
魔されて、上部導体５１２との電気的な接続はできない。
【００２３】
　図１２を参照すると、本発明の第６優先実施例の電子機器６０は、弾性片６１、基板６
２、隔離板６３、センサーデバイス６４、モニター（図示されず）、プロセッサ（図示さ
れず）および電源（図示されず）を含む。これらのうち、弾性片６１はドーム形で、弾性
絶縁材料で作られている。弾性片６１の下側の中央部分は、上部導体６１２である。基板
６２はドーム形であり、弾性の絶縁材料で作られている。円盤中心には、下部導体６２２
が配置されている。隔離板６３は、導電材料で作られており、弾性片６１と基板６２が接
合される部分に固定されている。隔離板６３と上部導体６１２および下部導体６２２両方
との間には間隙がある。センサーデバイス６４は基板６２の下部表面に配置され、下部導
体６２２に電気的に接続されている。これは人体の生理的状態を測定するのに用いられ、
測定結果をプロセッサへ送信する。
【００２４】
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プロセッサは、上部導体６１２、下部導体６２２、隔離板６３およびセンサーデバイス６
４のそれぞれと電気的に接続されており、予め判断プログラムがプレインストールされて
いる。該プログラムの内容は次の通りである：
１． 隔離板６３が最初に上部導体６１２と接触し、次に下部導体６２２と接触した場合
、センサーデバイス６４が起動され、測定を開始する；
２． 隔離薄板６３が最初に下部導体６２２と接触し、次に上部導体６１２と接触した場
合、いかなる動作も起こさない；
３． 他の状況では、例外なくいかなる動作も起こさない。
【００２５】
　電源は、センサーデバイス６４、モニターおよびプロセッサに必要な電力を供給する。
　電子機器６０は、使用者の衣服に装着してもよい。使用者が上方から下方に力を加え、
弾性片６１を軽く押すと、弾性片６１および基板６２は形を変え、上部導体６１２が最初
に隔離薄板６３に接触し、次に下部導体６２２と接触する。プロセッサがこの情報を受信
すると、センサーデバイス６４に測定を開始するよう命令する。逆に、使用者の過剰な動
きがあり、電子機器６０が皮膚とすれあって皮膚から下方から上方に押す力が生じると、
下部導体６２２が最初に隔離薄板６３と接触し、次に上部導体６１２が隔離薄板６３と接
触する。プロセッサはこの信号は無視し、これによって電子機器が誤って測定することを
防ぐ。
【００２６】
　図１４と比較すると、本発明の第７優先実施例の電子機器７０は、上部導体７１、下部
導体７２、絶縁体７３、隔離板７４、センサーデバイス７５、プロセッサ（図示されず）
、出力装置（図示されず）、および電源（図示されず）を含む。これらのうち、上部導体
７１および下部導体７２はドーム形で、弾性導電性材料で作られている。絶縁体７３はリ
ング形を成し、上部導体７１および下部導体７２はそれぞれ絶縁体７３の上端および下端
に固定されている。隔離板７４は、絶縁体７３の内側に配置され、上部導体７１と下部導
体７２との間に間隙がある。センサーデバイス７５は下部導体７２の下側表面に固定され
、下部導体７２に電気的に接続されている。センサーデバイスは、人体の生理的状態を測
定するのに用いられる。プロセッサは、上部導体７１、下部導体７２、隔離板７４および
センサーデバイス７５のそれぞれと電気的に接続されており、予め判断プログラムがプレ
インストールされている。
【００２７】
該プログラムの内容は次の通りである：
１． 隔離板７４が最初に上部導体７１と接触し、次に下部導体７２と接触した場合、セ
ンサーデバイス７５が起動され、測定を開始する；
２． 隔離板７４が最初に下部導体７２と接触し、次に上部導体７１と接触した場合、い
かなる動作も起こさない；
３． 他の状況では、例外なくいかなる動作も起こさない。
【００２８】
　電源は、センサーデバイス７５、モニターおよびプロセッサに必要な電力を供給する。
　上記に基づき、この実施例は第６実施例と同じ効果を有する。使用者が上部導体７１を
軽く押すと、これが最初に隔離板７４と接触し、次に下部導体７２が隔離板７４と接触し
、プロセッサがこの情報を受信し、センサーデバイス７５を起動して測定を開始させる。
逆に、最初の信号が誤って下部導体７２を押したことで生じたものである場合、プロセッ
サはこの信号を無視する。したがって電子機器７０は、いつでも測定を行うことができる
ことと、誤測定を防ぐという、２つのメリットを有する。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
　下記説明と図を用いて実施例を詳細に説明することにより、本電子機器のより正確な構
成および特別な特性が理解されるであろう。
【図１】本発明の電子機器の第１優先実施例の断面図である。
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【図２】実際に使用中の第１優先実施例の図である。
【図３】図１実施例の電子機器の作動状況の図である。
【図４】本発明の電子機器の第２優先実施例の断面図である。
【図５】本発明の電子機器の第３優先実施例の断面図である。
【図６】実際に指に用いられている第３優先実施例の電子機器の図である。
【００３０】
【図７】実際に接着テープに用いられている第３優先実施例の電子機器の図である。
【図８】実際に衣服に用いられている第３優先実施例の電子機器の図である。
【図９】本発明の電子機器の第４優先実施例の断面図である。
【図１０】図９実施例の電子機器の作動状況の図である。
【図１１】本発明の電子機器の第５優先実施例の断面図である。
【図１２】本発明の電子機器の第６優先実施例の断面図である。
【図１３】本発明の電子機器の第７優先実施例の断面図である。
【符号の説明】
【００３１】
　主要部品の説明と、その図面中のラベル：
電子機器１０
１１：弾性片、１１２：上部導体
１２：基板、１２２：下部導体
１３：センサーデバイス、１４：モニター
１５：伝送インターフェイス、１６：被測定者の上着、
１７：機能図、１８：マイクロフォン
１９：プロセッサ
【００３２】
電子機器２０
２１：弾性片、２１２：上部導体
２１３：穴、２２：基板
２２２：下部導体、２２３：穴
２３：センサーデバイス、２４：バネ
２５：被測定者の上着、２６：被測定者の皮膚
【００３３】
電子機器３０
３１：上部導体、３２：下部導体
３３：絶縁体、３４：カバー・リング
３５：指、３６：衣服
３７：接着テープ
【００３４】
電子機器４０
４１：弾性片、４１２：上部導体
４１３：穴、４２：基板
４２２：下部導体、４２３：穴
４３：ブレード、４４：センサーデバイス
【００３５】
電子機器５０
５１：弾性片、５１２：上部導体
５１３：穴、５２：基板
５２２：下部導体、５２３：穴
５３：絶縁体、５４：ブレード
５５：センサーデバイス
【００３６】
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電子機器６０
６１：弾性片、６１２：上部導体
６２：基板、６２２：下部導体
６３：隔離板、６４：センサーデバイス
【００３７】
電子機器７０
７１：上部導体、７２：下部導体
７３：絶縁体、７４：隔離板
７５：センサーデバイス

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】

【図９】



(13) JP 4779017 B2 2011.9.21

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】
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